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地球・社会の持続可能性と時間軸の悲劇

後回しにされる持続可能性
2015年９月の国連総会で、SDGs（持続可能な開発目標）を含む「持続可能な開

発のための2030アジェンダ」と題する文書が採択されてから７年余りが経過し
た。この間、予想だにしなかった新型コロナウイルス感染症の世界的拡大とい
う出来事に、私達は直面した。
2020年９月に、アントニオ・グテーレス国連事務総長は「COVID-19は、世界
の脆さを露呈させました。不平等の高まり、巨大な気候危機、社会的な分断の
拡大、腐敗の蔓延などです。このパンデミックは、こうした不公正に付け込み、
最弱な立場に置かれた人々を食い物にし、数十年分の前進を帳消しにしてしま
いました。貧困は30年ぶりに増大しています。人間開発の指標は悪化していま
す。私達は持続可能な開発目標（SDGs）達成に向けた道から大きく外れていま
す」と危機感を露わにした。
さらに、2022年２月にロシアが軍事侵攻によって始めたウクライナ侵略は、
一年近くが経過しても、終わりが見えていない。この出来事はヒト、モノ、カ
ネのグローバリゼーション（地球規模の容易な移動）と国際協調主義を覆し、化
石燃料や食料の供給に不安を生じさせ、世界的な物価上昇を一気に加速させた。
昨年９月、グテーレス事務総長は「ウクライナでの戦争や世界中で多発する

紛争などの危機」と並んで「気候緊急事態や、生物多様性の喪失という危機」「開
発途上国の悲惨な財政状況や持続可能な開発目標の行方という危機」を取り上
げ「私達の決定のせいで、持続可能な開発があらゆる場所で危険に晒されてい
ます。SDGsはSOSを発しています」と訴えた。
プラネタリー・バウンダリー（人類が生存できる安全な活動領域とその限界点）
を認識するという前提に立って、「将来世代のニーズを損なうことなく、現在の
世代のニーズを満たすこと」を目指す難しさを、私達は、いまひしひしと感じる。
目の前に困難な状態が出現した時、まずそのことへの対処と更なる事態悪化の
防止策に追われるという行動は、やむを得ない。ただ、視界を目の前に集中さ
せることが、将来世代のニーズを忘れ去っても構わないという空気に繋がって
はならないはずだ。気候変動に即して言えば、「秩序ある移行」、「無秩序な移行」、
「Hot house world（移行に失敗し灼熱化した状況）」という３つのシナリオの
うち後者の発生確率が高まるということを自覚しておかなければなるまい。
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時間軸の悲劇をなんとか回避するために
多数の人々が世代を超えて利用できる共有資源が、独占的に短期に収奪され

て、枯渇を招いてしまう状況を「共有地の悲劇（Tragedy of the Commons）」
と呼ぶ。例えば、所有者がハッキリせず共有地だと思われている土地に牧草が
豊富に育っているとする。きちんと管理して、放牧する家畜の数を制限すれば、
多数の人々に世代を超えて便益をもたらすことができる。しかし、強欲な放牧
主たちが、この事実に目を付け、我先に草食家畜を放ち、牧草を食べさせてし
まえば、土地は丸裸になって、次の年からは禿山として存在するだけになる。
せっかくの価値ある牧草地が、簡単に失われてしまう。これが「共有地の悲劇」
である。
この概念にならって「時間軸の悲劇（Tragedy of the Horizon）」という言葉

もある。温室効果ガスの排出に無頓着であっても短期的には利益が生まれる。
しかし、その視野もしくは時間軸にとらわれてビジネスを続けていると、ある
限界を超えたところで洪水、台風、高潮、干ばつ、熱波といった現象が世の中を
襲う。事業者は広く損害を受ける、あるいは、ある日突然に経済活動が規制され
てしまう。金融機関にとっては、債権が焦げ付く。突然、こういう事態になると、
かつてのアジア通貨危機と同じように、金融システム自体が不安定となり、人々
の暮らしに計り知れない不利益が及ぶ。これが「時間軸の悲劇」である。
現代世代と未来世代の利害をめぐるパラドックスはいやが上にも高まってい

る。目の前のことに振り回される世の中で、次世代の不安定な感情が行き場を
失っていることにあえて関心を向けておきたい。「経済、社会および環境におけ
る持続可能な開発をバランスの取れた、統合された方法で達成する」と安直に
口にすることさえ、辛辣な批判を受けかねない。
こうした状況下にあって、昨年、国連気候変動枠組条約第27回締約国会議

（COP27）と生物多様性条約第15回締約国会議（COP15）が、各々、合意文書の採
択に漕ぎつけることができたのは、一縷の光明であった。
農林金融は、地球と社会の劣化に対し脆弱な経済活動を、長期的目線で支え
る営みである。「時間軸の悲劇」をなんとか回避する、その取り組みをリードし
ていただく役割を、いま改めて期待したい。

（株式会社日本総合研究所 常務理事　足達英一郎・あだち えいいちろう）
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